
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視聴者局 
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１．視聴者の声の総数と内訳 

■総数の推移と内訳 
５月にＮＨＫに寄せられた視聴者の声の総数は２５９，６１１件で、前月４月と比べて５，２９５件減少し、

前年同月からは５，６５１件多くなりました。分野別の内訳では、「受信料」に関するものが１２７，９０３件

（対前月比１１，５９１件減少）で最も多く、次いで「放送･番組」が９３，５６０件（対前月比６，８５２件増加）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■分野ごとの内訳 
放送・番組への声のうち放送日や出演者に関する問い合わせが４８，１３６件で５１．４％、番組内容や

演出などに関する意見・要望が４５，４２４件で４８．６％でした。また、受信料への声は、料金や手続きに

関する問い合わせが１２２，７１３件で９５．９％を占め、意見・要望は４．１％にあたる５，１９０件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いただいた問い合わせや意見・要望には、あらかじめ準備した資料などをもとに、ふれあいセンター

をはじめとする受付窓口で回答したほか、内容によっては番組制作をはじめ、担当の部局と連携して

対応を完了しています。  

意見・要望 

問い合わせ 

※インターネット関連は、

「放送・番組」に含む 

（件） 

（件） 
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２．放送・番組への声と対応 
 
放送や番組に寄せられた視聴者の声は９３，５６０件、このうち意見は４５，４２４件でした。好評と不評

で分類をすると、好評意見が４２．２％、厳しい意見は５７．８％でした。 

 

 

 

 

 

声をもとに対応をしたおもな事例は、番組のテロップの誤りや誤読など１１９件（４月は９４件）、ホー

ムページの関係は４３件（４月は５８件）でした。制作担当者に伝えて再放送などで修正したほか、番組の

責任者らが出席する各種会議などでも状況を報告し、注意を促しました。 

 

 

 

テレビで放送している体操番組で、出演者の衣装や動きの見せ方などを見直した取り組みをご紹介

します。 

 
 
■体操番組で出演者の衣装や動きの見せ方が新しくなりました！ 

 

「ラジオ体操」「テレビ体操」をはじめ「みんなの体操」など、日々の生活の中に無理なく体操を取り入

れてもらえるよう放送している体操番組。テレビでは平日は１日に３回、土日は１回放送しています。毎

日見る番組だからこそ、視聴者のみなさんからはたくさんの意見や要望が届いています。中でも目立

ったのが、出演者の衣装に関する声でした。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 男女で衣装を分けていることが、全く理解できない。女性はこれまでと同じように、短パンに肌色

に近い色のタイツ姿。男性は短パンの色に近いタイツ。なぜこのように性別で体操の衣装を変える

のか。                                                    （５０代男性） 

・ アシスタントの服装が男女で違うのには、理由はあるのか。男性アシスタントの服装に統一できな

いか。                                                       （４０代） 

 

 

番組にはおととし１０月、男性のアシスタントが加わりました。女性アシスタントは短めの短パンにベ

ージュのタイツ、白の靴下という衣装が基本であった一方、男性アシスタントの衣装は長めの短パンに

濃い色のタイツというものでした。このため、衣装の違いについてのご意見が多く寄せられるようにな

り、特に女性の衣装の変更を求める声も目立ちました。 

番組では、こうした視聴者の声もふまえ、毎日気持ちよく体操に取り組んでもらいたいと、ことし４月

から男女の衣装を統一することにしました。さらに、衣装について、黒など落ち着いた色もあり、「もっ

と明るい色にしてほしい」というご意見が複数寄せられていました。そのため、６月からは、黄色やピン

ク、水色など明るい色のシャツだけを着用するよう、変更を重ねました。 

 

3月 4月 5月 2022年度平均

好評意見 34.0% 45.9% 42.2% 30.5%

厳しい意見 66.0% 54.1% 57.8% 69.5%
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【視聴者から寄せられた声】 

・ 男性女性の服装が共通していることに気づいた。とてもよいことだと思う。以前の女性を強調す

る服装には大いに疑問だった。昨今の視聴者からの見られ方を意識していると感じ、今後は安心

して視聴できそうだ。                                           (年代不明） 

・ 女性も男性と同じデザインに変更され、視聴者の声で改善されたことがうれしかった。これからも

視聴者の意見に耳を傾け、より良い番組作りをお願いしたい。                   （５０代） 

 

 

また、テレビ体操では、“立って行う体操”に加え、高齢者など立った姿勢での体操が困難な人を対象

に“座って行う体操”も紹介しています。これについて、一方の体操の動きがアップで映る際、もう一方

の動きが分からなくなり、まねができないという意見が寄せられていました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 「みんなの体操」では、立っている人と座っている人の動作が異なるが、「立っている人の動作」だ

けが画面にうつる場面がある。脳梗塞で足が不自由になった母は戸惑って動きが止まってしまう。

常に、両方の動作を見ながら体操ができるように改良してほしい。             （６０代女性） 

・ 施設の利用者は認知症の方もたくさんいる。一人だけアップで映すタイミングがあるが、椅子に座

って体操してる方の映像は常に出してほしい。                          （６０代女性） 

・ 立っていても座っていても体操ができるようになっているはずだが、立っている人が映らないこ

とが５分間で４～５回あった。私は立って体操しているので、立っている方が映らないとどうした

らいいかわからない。どちらもきちんと映してほしい。                 （７０歳以上女性） 

 

 

声を受けて、立って行う体操と座って行う体操で、アシスタントがテンポの違う動きをする場合は、

必ず双方とも一画面で見えるように、カメラアングルなど、演出を見直しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更前の衣装（２０２２年１２月放送） 変更後の衣装（６月６日初回放送） 

 

立った体操も座った体操も見えるように 
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レギュラー番組への道「ＪＪＪＪＯ１」ＪＯ１×青森ねぶた祭　温故知新の旅始まる！（5/20）（総合）

うたコン　生放送！純烈・ももクロ・ＩＮＩ名曲カバー▽夏木マリ・渡辺美里（5/23）（総合）

クローズアップ現代　“誰も助けてくれなかった”　告白・ジャニーズと性加害問題（5/17）（総合）

Ｖｅｎｕｅ１０１　ＩＶＥ・ＩＮＩ・ＮＥＥ（5/27）（総合）

【連続テレビ小説】舞いあがれ！　総集編 「後編」（5/5）（総合）
※「能登半島沖で震度６強」関連ニュースのため中断、6/10に変更
【土曜ドラマ】正義の天秤　Ｓｅａｓｏｎ２[新]第１話（5/6）（総合）

大相撲（２０２３年）夏場所　九日目（5/22）（総合、ＢＳ１、ＢＳ４K、ラジオ第１）
※「伊豆諸島で震度５弱」関連ニュースのため中断

大相撲（２０２３年）夏場所　八日目（5/21）（総合、総合ｻﾌﾞ、ＢＳ１ｻﾌﾞ、ＢＳ４Ｋ、ラジオ第１）

【大河ドラマ】どうする家康　第１８回「真・三方ヶ原合戦」（5/14）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４Ｋ）

２，８７９

＜５月放送以外の番組への反響＞　　　　　　　　　　　Ｖｅｎｕｅ１０１　Ｐｒｅｓｅｎｔｓ ＪＯ１リクエストＬＩＶＥ（4/29）（総合）　　　　 ６２０件

さらに、水曜日の「テレビ体操」で紹介しているテンポの速い「リズム体操」について、座って行うバー

ジョンがなかったことから、高齢者などから参加できないという声が寄せられていました。このため、

６月から新たに座って行う「リズム体操」も加わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体操番組は、これからも視聴者の皆さんに楽しく体操に取り組み、健康づくりに役立てていただける

よう、改善を進めていきます。 

 

 

 

 

■５月 反響の多かった番組 
 

ジャニーズ事務所の元所属タレントが、亡くなったジャニー喜多川前社長による性被害を証言した

「クローズアップ現代」に多くの反響がありました。そのほか、「レギュラー番組への道」「うたコン」

「Venue１０１」などに好評意見が届いたほか、石川県、千葉県、鹿児島県十島村で発生した地震の関連

ニュースのため放送を中断した「【連続テレビ小説】舞いあがれ！」や「大相撲（２０２３年）夏場所」にも問

い合わせや意見などが多く寄せられました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※集計期間 ５月１日～３１日 

座ったバージョンも加わったリズム体操（６月７日初回放送） 
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３．インターネット業務への声 
 

インターネット業務に関する声の受付件数は１６，５２１件で、前月と比べて６１９件増、２０２３年２月か

ら４か月連続して増加の実績です。このうち８４％がＮＨＫプラスへのものです。５月１５日からＮＨＫプ

ラスでは地域のニュース番組の見逃し配信を順次、拡大しています。新たに配信を始めた地域からは

「『ぎゅっと長崎』がＮＨＫプラスで見られることになり大変うれしい。」「見逃したテレビの番組の中に徳

島のニュースが入ることになり、助かっている。」などの好評意見が寄せられています。なお、６月５日

からは全国でお伝えしているすべての午後６時台ニュース、あわせて４８番組がお好きな時間に、お好

きな場所でご覧いただけます。 

このほか、ＮＨＫを名乗る架空の発信元からのメールやダイレクトメッセージについて、広報番組など

で継続的に注意を促した結果、問い合わせや相談件数は２５９件、前月より５００件あまり減少しました。 

 
 
４．受信料への声 
 

受信料に関して、５月は１２７，９０３件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち、９５．９%が

問い合わせで、受信契約の手続きや、請求内容などに関するものでした。ふれあいセンター（営業）への

入電が多いため、電話がつながりにくい状況が続いていますが、入電の多い時期にコミュニケーター

の体制を厚くするとともに、受信契約や住所変更手続きを案内した送付物をわかりやすいデザインに

したり、発送時期を分散したりして、入電数の抑制を図りました。 

ふれあいセンター（営業）で受け付けた意見は４，１７８件で、前月より１，５６７件増加しました。これは

お客様からの入電が多い引越しシーズンを避け、４月下旬から５月に各種送付物を発送したことにとも

なって、増加したと考えられます。 

 
 事由 件数 

諸手続き 
契約に関する事務手続きについて 27４ 

ウェブサイト「受信料の窓口」について 8９ 

送付物 
受信契約の手続き・案内に関する送付物について ３，０７４ 

受信料の支払いに関する送付物について ２５７ 

スタッフ関係 訪問員の応対・訪問日・訪問時間等について １０３ 

受信料制度 受信料制度・不公平感・料金体系について ５３ 

ＣＡＳメッセージ ＢＳデジタル放送のメッセージ消去等について ９３ 

番組サービス 
番組内容や出演者について ２２ 

インターネットサービスについて ５ 

その他 ２０８ 

合計 ４，１７８  
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５．技術・受信相談への声 

 

技術・受信相談に関して、５月は２，８５９件の意見や問い合わせが寄せられ、ふれあいセンター（受信

相談）および各放送局の受信窓口では２，４１７件を受け付けました。内訳は、映像が受信できないなど

の受信不良の申し出が１，７７３件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法など技術相談が６４４件で

した。また、５月２１日に総合テレビで「Ｇ７広島サミット」と「大相撲中継」をマルチ編成としたことで、テ

レビ視聴に関する問い合わせがありました。 

 

事由 件数 

受信不良     １，７７３  

  一次対応 １，００５  

    個別受信設備不良 ８２９  

    共同受信設備不良 １２５  

    建造物による受信障害 １７  

    雑音障害 ２５  

    混信・難視聴など ９  

  二次対応 ７６８  

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） ６４４  

合計 ２，４１７  

※一次対応⇒電話による対応、二次対応⇒訪問による対応 

 

 
 

６．経営への声 
 

ＮＨＫの経営に関して、５月は２４６件の意見や問い合わせが寄せられ、前月の２９９件から５３件の減

少でした。このうち、ふれあいセンター（放送）に届いた意見や問い合わせは１８６件で、最も多かったの

は受信料に関するもので４７件でした。４月１日から割増金制度が導入されたなかで、受信料が「視聴の

対価」ではなく組織運営のための「特殊な負担金」との見解をＮＨＫが示したと報道されたことに関する

不評意見が目立ちました。次いで多かったのが、１２月に予定されている衛星波再編についてでした。

ＢＳ４Ｋの視聴方法の質問が依然続いているほか、「ＮＨＫ ＢＳ（２Ｋ）」と「ＮＨＫ ＢＳ プレミアム４Ｋ」の番

組の移設情報を求める声などが４２件寄せられました。このほか、インターネット活用業務にかかわる

設備調達で、予算・事業計画との関係について十分な説明が行われないまま手続きが進められたこと

に対する厳しい意見が３２件届きました。 
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７.反響の多かった番組から 
■石川県で震度６強 ５月５日（金） 

千葉県で震度５強 ５月１１日（木） 
鹿児島県十島村で震度５弱 ５月１３日（土） 
総合、ラジオ第１ほか 

反響１,９９７件 ※５月５日～１４日で集計 

（好評意見１０件、厳しい意見４９３件、 

問い合わせ１，２９８件、その他の意見１９６件） 

 

２０２３年５月５日（金）午後２時４２分ごろ石川県で震度６強（午後９時５８分ごろにも震度５強）、１１日

（木）午前４時１６分ごろ千葉県で震度５強、そして１３日（土）午後４時１０分ごろ鹿児島県の十島村で震

度５弱の揺れを観測する地震がありました。これらの地震については緊急地震速報が出された後、放

送中の番組を中断して、現地の様子や被害状況などを伝えました。 

一連の地震の報道については、放送によって安心することができた、などと災害時のＮＨＫの報道を

評価する声、期待する声の一方、通常番組の休止に関する意見や再放送についての問い合わせ、現場

からリポートする取材者のヘルメットの着用のしかたについての厳しい意見が多く寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な内容】 

〇石川県の地震（５日）への声 

＜放送内容について＞ 

・ 報道に携わったみなさんに感謝したい。地震の時は、何と言ってもＮＨＫのテレビ、ラジオを本当

に頼りにしている。これからも、命を守るための報道に取り組んでほしい。        （４０代女性） 

・ 緊急地震速報に驚いたが、スタジオのアナウンサーの伝え方が分かりやすく、状況がよく理解でき、

安心できた。                                               （５０代男性） 

・ 通常の番組を変更して地震の状況を伝えることを支持したい。苦情もあるだろうが、国民の生命

を守るためなので、それでいいと思う。                           （７０歳以上女性） 

・ 地震発生から１時間がたっても、同じ映像ばかり繰り返されている。どうしたことか。 （６０代女性） 

※同じ内容の情報、映像が繰り返されているという意見 ２７件 

・ 中継リポーターがヘルメットをしていたが、前髪が出て、ヘルメットは後ろに傾いていた。危険な

かぶり方だ。ＮＨＫの安全教育はどうなっているのか？                 （７０歳以上男性） 

※ヘルメットの着用方法についての意見 ２５件（１１日の千葉県での地震の際も２件あり） 

●意向種別×年代性別 ●受付内容の内訳 
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不明/無回答

70歳以上
60代
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映像関係
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月刊みなさまの声 ２０２３年５月 

 

９ 

 

＜地震の臨時ニュースによる番組変更について＞ 

・ ＢＳは複数のチャンネルがあり、マルチ編成もできるのだから、プロ野球中継を再開してもらいた

かった。                                               （７０歳以上男性） 

※プロ野球２０２３「ヤクルト」対「ＤｅＮＡ」放送中断に関する意見・問い合わせ １４７件 

 

 

○千葉県の地震（１１日）への声 

・ 緊急地震速報が出たとき、アナウンサーの人が落ち着いていたので、冷静でいることができた。

ありがとう。受信料制度を理解しつつ、今後もＮＨＫを見ていきたい。           （６０代男性） 

・ 朝７時台にＮＨＫと民放を視聴していたが、民放の方が短時間ながらも被害状況をくわしく伝えて

いたように思う。ＮＨＫは同じことの繰り返しになっていた。地震の報道に関して、今回は初めて民

放の方がよいと感じた。                                         （年代不明） 

・ 画面上の地図で、震度５強の木更津市の位置が違うのではないだろうか？    （７０歳以上女性） 

※同様意見 １２件 →地域ごとの最大震度を表示する原則に従い、千葉県南部で最大震度を観

測した木更津市を地図上で地域のほぼ中心の位置に表記 

・ 地震のニュースは大事だが、サブチャンネルでもいいので、エンジェルス戦を見たい。 （４０代女性） 

※ＭＬＢ２０２３「アストロズ」対「エンジェルス」の放送開始時刻変更の意見、問い合わせ ３３件 

 

 

○鹿児島県十島村での地震（１３日）への声 

・ テレビの地震情報が、早々と野球に戻ってしまった。なぜなのか。以前は落ち着くまで放送してい

たと思う。鹿児島のラジオ局は地震の情報をずっと放送しているが、県外だと情報が入らないの

で、公共放送の使命としてＮＨＫで放送してもらいたい。                    （６０代男性） 

・ どうしてニュース７のトップで放送しないのか？首都圏の地震ならもっと取り上げるのに、離島だ

からあまり放送しないのか？民放の方が大きく扱っていたように思う。ずっと余震が続いている

ので、きちんと伝えてほしい。                                    （５０代女性） 


